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評価・提言等 提言等に対する改善方策等 

１ 学校経営 

・ホームページの更新頻度が高く、生徒たちの活動が

詳しく紹介されていて、保護者だけでなく、地域住民

に広く大農の活動内容が広報されていることは大変

素晴らしいと感じる。 

・JA 愛媛たいきのイベントにも積極的に参加いただ

き大変ありがたく感じている。 

・令和８年度に大洲高校と統合されても大農の特色

を失うことのないよう地域の学校としての役割を引

き続いていただきたいと思う。 

・統合などにより大変であるが、評価はＡ＋。 

・ホームページを利用して活動の発信がよくされて

いた。地域の学校として素晴らしいと思う。 

・大洲高校との統合を視野に入れた開放講座の実施

や、地域イベントへの参加、ホームページへのアップ、

インスタグラムの開設等、時代の流れにのった活動を

されており、努力がうかがえる。 

・学校行事の体育祭や農業祭など、地域に開かれた学

校づくりをされており、よかったと思う。農業祭はた

くさんの人の賑わいで、市民のための農業祭が根付い

ていると思う。 

・創立百周年の意識を持って、生徒たちが積極的に

様々な講座やイベントに参加しており、素晴らしい学

校経営が営まれている。 

 

 

・ホームページの一日の平均アップ数は 2.0回であっ

たが、教職員全員が月に 1回は記事をアップするなど

の方策を考え、学校の魅力発信を継続して行う。また、

年度途中から Instagramの開設を行い、本校の教育活

動をタイムリーに掲載した。今後も継続したい。 

・今後も地域のイベントに積極的に参加し、地域に根

差した教育活動を進めていく。 

・令和８年度、大洲高校への統合に向けて準備を進め

ている。大洲農業高校としての役割や特色を再確認

し、地域とともにさらに歩んでいく。 

・地域に開かれた学校をめざし、大洲高校との統合を

視野に入れた各種開放講座の実施や、地域イベントへ

の参加、地域貢献活動等を積極的に進めていく。 

・創立 100周年記念行事を無事終えることができた。

生徒たちは全ての行事において、積極的に参加するこ

とができた。特に体育祭や農業祭はたくさんの人で賑

わい盛り上がった。来年度も今年度の反省点を生か

し、さらに磨きをかけ、活気のある地域行事になるよ

う取り組む。 

・県立学校振興計画についてはその進捗状況に応じ

て生徒、保護者、関連機関等に適切な情報発信を行い、

地域農業及び産業発展に寄与する人材育成に努める。

さらに、進行状況等をホームページに公開し、情報発

信を行う。 

 

２ 学習指導 

・テストの結果だけが全てではないが、平均点が少し

下降気味なのが気になった。検定試験等にも積極的に

取り組まれており、授業アンケート等を参考に、より

改善に取り組まれることを期待する。 

・生徒さん一人ひとりをみてのご指導、とてもよいと

思う。 

 

・引き続き個別指導や授業の見直しを行い、基礎基本

が定着できるように徹底していく。資格指導について

も、積極的に取り組めるように声かけや促しを行って

いく。 

 

 



・1人１台端末の利用で課題作成ができている点はよ

いと思う。これからパソコン入力など必須になってく

るので、慣れておくことは大切であると思う。 

・資格取得にも積極的に取り組んでいるとのこと、本

人の自信にもつながるので大切だと思う。 

・1人１台端末を使っての授業や学習の充分な成果が

出ていないようなので、引き続き学力の向上が図れる

よう指導をお願いしたい。 

・学習意欲をいかに高めるかというのは、小学校でも

大きな課題である。家庭学習習慣や基礎学力の定着の

ためにも力を注いでいるが、なかなか定着しない。世

に出して恥ずかしくない児童生徒の育成に努力した

いと思う。 

・真面目な態度で授業に取り組む生徒が多いように

見受けられる。 

 

・一人一台端末については、生徒よりも教員が習熟し

ていくことが必要と考える。基本的な使い方について

は研修をとおして概ね身に付けられているので、場面

や目的に応じて使いこなせるように教員間の情報交

換や教え合いを行い、学校全体のＩＣＴ機器への習熟

度を高めていきたい。 

・漢字テスト・数学計算テスト、授業中の小テストな

どを通じて、スモールステップで生徒に自信を持たせ

るように努めていく。 

・現在の落ち着いた学習態度が継続できるように、分

かる授業、興味・関心を引き出す授業に引き続き取り

組んでいく。 

３ 生徒指導 

・通学途中や農業祭などイベントで学校にお伺いし

た時の生徒さんの元気な挨拶や丁寧な言葉遣いは素

晴らしいと感じている。生徒の挨拶の自己評価と教職

員の評価の間で差異があるのが興味深い。また、身だ

しなみ指導合格率が昨年度より低下しているのが少

し気になった。 

・心の問題をかかえた生徒さんが全国レベルですが

目立ってきていると聞く。面接等によりきめ細かな対

応をされていて良いと思う。専門的な機関との連携も

されていると思う。家庭との連携もとられていて、先

生方の努力の賜物と思う。 

・挨拶は基本的コミュニケーションのツールなので、

今後とも気持ちの良い挨拶ができる生徒を育成して

いって欲しい。 

・正しい言葉遣いや元気な挨拶はよくできていると

思う。 

・学校外で出会う農高の生徒は、身だしなみや態度な

ど全く問題を感じない。しっかり指導されていると思

う。自転車のヘルメットをかぶっていない高校生をた

まに見かけるが、農高生ではないかもしれない。 

・行事等に参加した時の生徒さんの態度や挨拶はと

ても良かったと思うが、達成状況を読ませていただい

て、遅刻やいじめ等生徒さんの心の持ち方の成長が大

切だと思う。 

・挨拶がよくできている。登下校の様子も高校生らし

くて良い。 

 

 

・今後もさわやかなあいさつや正しい言葉遣いがで

きるよう、登校指導や学校行事、普段の学校生活など、

冨士会や部活動とも協力しながら進めていく。教員の

チームワークや継続した指導、自らが見本となる意識

が必要である。 

 

・心の問題をかかえた生徒やいじめに対して常にア

ンテナを張り、早期発見、早期対応に努めたい。また、

担任だけが抱え込むことがないよう、教育相談や保健

室の利用の中で学年団や場合によっては生徒課も交

え、お互いの情報共有を図りながら今後もチームとし

て対応していきたい。 

・基本的生活習慣の確立は、学習意欲や体力・気力の

向上に繋がる。今後も粘り強く、指導していく。 

・校外における生徒の行動については、地域の方々か

ら多くの意見をいただき、感謝している。今後も継続

して大農生としての自覚を持った行動、マナーやモラ

ルについてもタイミングをとらえて指導する。 

・情報機器の使用マナーやＳＮＳの利用について生

徒の実態に応じた指導方法を確立していくと共に保

護者への啓発にも努めたい。 

・ヘルメット着用や着用の仕方について時々指導す

る必要がある。また、今年度は自転車の自損事故や接

触事故は発生していないが、自分の身は自分で守るこ

とを意識させ交通安全に十分注意させたい。さらに、

もしも事故に遭った場合には適切な対応ができるよ

う指導していく。ながら運転の防止については警察と

も連携しながら進めていく。 

 

４ 特別活動 

・生徒数が減少する中でも、活発に活動されており、

今後の活躍にも期待している。 

・チームスポーツをされている生徒さんは人数不足

で大会などに参加できないのはつらいと思う。統合に

より可能になれば大変良いと思う。 

 

・県高校総体には 27名が参加したが、目標である 50

名には届かなかった。また、運動部離れが目立つよう

になり、部員不足に悩むことが多く、総体は部員以外

の生徒にお願いしたり、他校との合同チームとして参

加する部活動が増えた。文化部の活動は盛んになって



・さまざまな特色ある活動が素晴らしい。 

・コロナウイルスも落ち着いてきたので、ＶＹＳ活動

などでどんどん子どもと触れ合ってもらえたらと思

う。子どもたちも核家族が増えたことでお姉さんお兄

さんとの触れ合いがない子も多いので、ありがたい。 

・大洲高校とのコラボで特色ある活動をされており、

将来を見通した活動がされているなと思う。 

・部活動などで人数が足りていないことがあったよ

うだが、合同チームなど大変だと思うが、活動できた

点はよかったのではないかと思う。 

・意欲をもって部活動に参加できている。 

 

おり、活動時間も増えてきた。高文祭への参加は 28名

と成果を上げている。 

・ＶＹＳ部の地域ボランティアへの参加はかなり積

極的だと思う。一般生徒の中で、積極的にボランティ

アに参加できる生徒を育てていくよう努める。 

・部活動の統廃合については、現状維持できるよう努

力していく。しかしながら、今後は、生徒のニーズは

もちろん、地域の実態に合わせた検討も必要である。

また、大洲高校との統合や部活動改革の流れに合わせ

た実施が必要である。 

・生徒会や農業クラブ、家庭クラブなど本校生徒の活

躍できる場面はたくさんあるが、それぞれの場所で自

信を付けたり、居場所づくりを行ったりして、様々な

場面で生徒がよい方向に変容していく仕掛けを作っ

ていく。 

・学校統合に向けて、本校の魅力をさらに出せるよう

に工夫していきたい。 

 

５ 進路指導 

・JA 愛媛たいきにも大農卒業生は多数在籍している

が、勤務態度は総じて素晴らしいと感じている。我々

JA としても、より就職先として選ばれる企業となる

よう自己改革に努めていく所存である。 

・昨年に引き続き、今年度も当施設から貴校の卒業生

を含め職員が伺い、老健の説明や当施設の紹介をさせ

ていただいた。先生方や生徒さんの貴重な時間を割い

ていただきありがとうございました。介護業界も人手

不足であり、待遇も過去と比較して良くなっている。

現場実習にも１学期と２学期に数人来ていただいた。

イメージを掴んで進路の１つとして考えていただけ

れば幸いである。 

・伝統的な面接指導が県内ピカ一である。 

・実習に来てもらえると、高校のときの夢を追いかけ

ているんだなと安心させてもらいます。 

・就職決定率 98％、進学合格 100％は素晴らしいと思

う。職種の決定に迷う生徒さんの就職が早く決まれば

よいですね。 

・就職希望者決定率が 98%ということであり、安心し

ている。なおかつ地元で働いて地元の大洲を元気にし

てくれる若者が増えていくことを願っている。 

・生徒さんの葛藤があるとは思うが、個別指導され、

進路をほぼ達成できたことはよかったと思う。 

・３年間、系統的な進路指導ができている。 

 

 

・これからも地域の事業所から必要とされる人材の

育成に努めていきたい。 

 

 

・地方においては少子高齢化がこれからますます深

刻化することが予想されており、地域社会の存続にか

かわる問題と認識している。実習などを通して介護の

現場を身近に感じ、担い手として活躍できるよう支援

していきたいと思う。 

 

 

 

・自己実現に向けて学校全体で取り組んでいく。 

・今年度も２月末現在で就職、進学ともに 100％内定

となった。生徒の成長に合わせて、学年に応じた進路

指導を充実させていきたい。 

・本校の生徒は伝統的に地元への就職志向が強く、現

場実習などでも地域の皆様に育てていただいており、

感謝したい。 

・きめ細やかな個別指導が実施できるのは、小規模校

の強みと感じている。今後も生徒の希望が叶えられる

よう学校全体で取り組んでいきたい。 

６ 農業教育 

・妹が大農在籍中には毎年訪れていた農業祭だが、し

ばらくご無沙汰しており、久々に顔を出させて頂い

た。地域に密着した催し等を通じ、地域住民との交流

の場として非常に素晴らしい成果をあげられている

と感じる。 

・農業祭は他校（宇和島水産高校）の参加もあり、大

変な盛り上がりで素晴らしかったと思う。地元食材を

 

・次年度以降も地域の方に開かれた学校を目指して

活動いきたい。 

 

 

 

・農業祭でみられたような盛り上がりを、生徒募集に

もつなげられるよう努力をしていきたい。 



使ったお弁当販売も盛況で、製造が間に合わない状況

もあり、人気の程がうかがえた。 

・農業クラブ活動は活発で、生徒さんのやりがいも感

じる。全国レベルで活躍され、すばらしい。 

・一緒に芋植え、芋掘りの体験させていただく機会が

もてることはありがたい。 

・各種大会の様子を日本農業新聞、JA広報誌、ホーム

ページで拝見させていただいている。2 月 10 日には

認定農業者と後継者との合同研修会で生徒さんの２

つの発表を見させて頂き、活躍をされているなと感心

した。 

・本校児童を招いてもらい、様々な体験活動を行って

いただき、感謝している。貴重な体験ができ、児童も

大変喜んでいた。 

・全国農業高校お米甲子園で金賞を受賞されたこと

は素晴らしい。西瀬戸のテレビの中で大洲市長さんが

米どころを制しての受賞を褒められていたが、その通

りだと感じた。 

・創立百周年記念の農業祭が盛大に行われ、大変良か

った。 

 

・いろいろな農業クラブ活動の場面で、多くの生徒が

活躍できるよう一層努力していきたい。 

・農業の魅力を伝えられるよう、今後も努力していき

たい。 

・地域の問題に対してしっかり向き合う研究活動を

今後も実施していきたい。 

・広報誌やホームページ等で魅力を伝えることがで

きているようで幸いである。 

 

 

 

 

 

 

・省力化機械や、選別機械など稲作部門の生産基盤を

充実させていただき、今回の成果にもつながっている

と考えている。一層の努力をしたい。 

 

・100年の伝統を生かし、新しい学校でも活躍する生

徒の育成に取り組みたいと思う。 

７ 環境教育 

・学校周辺や学校施設は非常にきれいに整備され、清

掃も行き届いていると感じる。近隣の企業として模範

となれるよう私どもも務めて参りたい。 

・環境教育は意識し続けた方がいいと思う。 

・豊かな自然を大切にする心の育成は大切なこと。意

識しておくことは大切だと思う。 

・よりよい環境整備に努められている。 

 

 

・学校周辺や学校施設の環境整備については全教職

員、生徒で今後もしっかりと取り組んでいきたい。 

 

・環境教育については常に意識し続けていきたい。 

・豊かな自然を大切にする心の育成は大切なことで

あり、今後も務めていきたい。 

 

８ 人権教育 

・近年、SNS等を中心に他人の人格攻撃などを行うこ

とが何故か正当化されてしまっている気がする。生徒

たちが目に見える場だけでなく、そういった目に見え

ない場でのいじめ等に遭遇しないよう、一層の人権教

育を推し進められるよう期待する。 

・指導者の熱意が成果を生みますね。 

・人権教育に力を入れているのを毎年感じる。 

・いじめの早期発見のための努力ができている。 

 

 

・SNSやインターネットゲーム等で問題が生じる恐れ

がある。トラブルを未然に防止できるよう、日頃から

様々な場面を捉えて、いじめは許さないという態度を

育んでいきたい。 

・生徒が差別について自分のこととして考え、主体的

に行動できるように、生徒人権委員会の活動を充実さ

せたい。 

・人間関係等の悩みがあっても言い出せない生徒も

いるので、相談しやすい雰囲気作りに努めたい。 

 

９ 情報教育 

・インターネット界隈では、SNSトラブルの話をよく

見かける。トラブルの中心に学生が巻き込まれていた

り、闇バイトなどという犯罪行為に手を染めてしまう

若者もいるようだ。愛媛においてはまだそのリスクは

大きくないのかもしれないが、ネットリテラシーの醸

成は必要だと考える。保護者アンケートでも PC や携

帯電話の利用に関しては少し厳しい結果が出ている

のではないかと感じたので、より一層の教育をお願い

したい。 

・ネットでのさまざまなトラブルが頻発している。引

 

・様々な場面でインターネット等に関連するトラブ

ルなどについて指導など行っている。教科「情報」で

は情報リテラシーや情報モラルについて重点的に取

り上げている。社会的な問題にも関わることが増えて

いるので、今後、授業だけでなく、様々な場面で啓発

し、情報に関わる関心を盛り上げていきたい。 

・授業での ICT機器の活用については、さらに各教科

やホームルーム活動等で有効活用していけるよう、教

職員の研修等、さらに進めていきたい。 

 



き続き、生徒さんがトラブルに巻きこまれないような

ご指導をお願いしたい。 

・使う経験が多い程、技量もリテラシーも上がってき

ていると思う。 

・情報モラルは大切なことなので、常に考える状況を

持ち、指導していくことも大切なことだと思う。 

・授業での ICT機器の有効活用に努力できている。 

 

10 図書指導 

・大農を来訪した際や、文書等で蔵書の話題を見るに

つけ、羨ましく感じることが何度もあった。教職員や

生徒へのアンケートでは図書館の利用が少し寂しい

結果となっているようだ。今後も生徒たちが様々な書

籍に巡り合えるよう拡充・指導をお願いする。 

・社会人になるとますます読書離れが進むと思う（人

によりだが）。今のうちに読書の習慣をつけておくこ

とは大切だと思う。朝読書は本に接する機会をとられ

ていて、良いと思う。 

・どんどん活字離れを叫ばれているが、本が身近にあ

る環境は大切だと思うので、読書習慣を持つ取り組み

は続けてもらいたい。 

・学校の読書習慣の取り組み指導で、成果が上がって

きている様子がうかがえた。 

・生徒たちにとって魅力ある図書館に期待したい。 

 

 

・朝読書を中心に、毎日少しでも読書に取り組めるよ

うな環境、雰囲気作りを今後も行う。 

・図書館の利用者数が減ってきているので、魅力のあ

る図書館づくりをしていきたい。 

・国語科を中心に、各教科にも協力をしていただき、

有効な図書館の利用を促していきたい。 

 

11 学校保健・学校安全 

・昨今、SNS等の普及により、今までになかったよう

なトラブルが生徒たちの周辺に潜んでいると考える。

多感な時期に心身のバランスを崩しトラブルに見舞

われないように、配慮いただきますようお願いした

い。 

・子ども園の広域避難所が農高になっていることも

あり、年に 1 回は避難訓練をさせていただいている

が、今後も続けさせていただきたい。 

・精神面での保健室来室や、コロナやインフルエンザ

等の罹患率はどうであったのか。 

・定期的に保健だよりを発行し、健康・安全について

啓発できている。 

 

 

・学校の教育活動の様々な場面を通して、正しい知識

を身に付け、注意喚起をしていくようにしたい。 

 

 

 

・現場実習でお世話になっている縁で、今後も継続し

ていきたい。 

 

・保健室の来室数、コロナやインフルエンザの罹患率

ともに昨年度より減少している。 

・今後も保健委員の活動と合わせて、適切に情報提供

をしていきたい。 

12 学校行政 

・愛媛県県立学校振興計画のもと、今後様々な課題の

解決に向けご尽力いただき、生徒たちがのびのびと学

校生活をエンジョイ出来るようお願いするとともに、

JA としても今後もご協力させていただければと考え

ている。 

・電子等の利用でコピー用紙の節約に努めていると

のこと。私たちも見直していきたいと思う。 

・生徒たちが楽しみにしている活動に影響が出ない

ように努力されている。 

 

 

・大洲高校との統合に向けて、施設の整備や集約など

課題は山積しているが、生徒たちが充実した学校生活

を送ることが出来るよう、いろいろな方の御意見やお

力添えをいただきながら、チーム大農として一致団結

し諸問題に取り組んでいきたい。 

・用紙の節約については、電子等利用の幅を広げ、よ

り一層の節約に努めたい。 

・生徒たちに安心安全な教育の場を提供出来るよう、

施設設備の維持管理はもちろん、更なる充実に努めた

い。 

 

 


